
子どもの未来応援団報告書（伊那谷再発見） 

                                

表 題 ：合鴨農法で作る！安心安全で美味しいカモカモ米！ 

学校・団体名    ：箕輪中部小学校    

活動グループ名：６年４組 

担当者・教諭名  ：山田竜平 

活動人数 ：    ２９人   

 

（１）活動を始めた理由 

 昨年度、学年総合でお米作りに挑戦しました。そこで、子どもたちは「お米作りの大変さ」、

「毎日食べることができるありがたさ」を感じていました。しかし、指導者の方の支援が多く、

「６年生では、一から自分たちでお米作りに挑戦したい」と考え、また、一から作ることで、本

当の意味での、「お米作りの大変さ、ありがたさにふれられるのではないか」とも考えていまし

た。そこで６年生になり、どんなお米を作りたいかと話し合っていると「安心安全」で「美味し

い」がキーワードとなり、調べていると合鴨農法にたどり着き、挑戦することになりました。 

（２）活動内容・活動の写真 

①４～５月・活動計画の話し合い   ②６月１日・代掻き   ③６月６日・田植え 
 
④７月３日・合鴨との出会い、田んぼへ放す、お世話開始    ⑤１０月６日・校内敷地内へ引っ越し 
 
⑥１０月１６日・稲刈り       ⑦１０月２６日・脱穀  ⑧１２月１９日・保育園、地域に宣伝 
 
⑨２月４日・箕輪文化センターでお米販売           ⑩２月１６日・感謝の会 
 
⑪３月・お別れ会（未実施 
 
⑫その他（普段の取り組み） 
 ・稲の観察、記録  ・日々のお世話、観察  ・長期休暇当番  ・各プロジェクトチームの活動 
 ・お米の販売活動  ・活動資金集め（アルミ缶回収 

 
昨年度、学年総合でお米づくりに挑戦しました。指導者の

方に様々な事を学び、体験することができました。最後に
は、自分たちで作りたいお米料理を考え、必要な材料は自分

たちで調達し、調理しました。活動を終えると、子どもたちの振り返りの中に「今年はたくさん手伝ってもらっ
たから、来年は、1 から作ってみたい！」、「１から作ることで、農家の人たちの苦労を本当の意味で分かると
思う」その思いは 6年生になっても変わらず、田んぼを見つけるところからスタートしました。 

 

代掻き、田植えを終え、田んぼの観察

や、稲の事について調べる活動をしてい

く中で、「どんなお米を作りたいか」を

話し合い、最終的に子どもたちは「安心

安全で美味しいお米を作りたい！」と願

いを持ち、そのために必要なこととし

て、「水」「土（肥料）」「無農薬」を

上げ、それぞれプロジェクトチームを作

り活動を始めました。田んぼには基本ど

れぐらいの水が必要なのか調べる Kく

ん。稲にとってどんな土がいいか、調

べ、実際に田んぼの土を触って感触を確

かめる Sくん、無農薬のお米づくりに合鴨農法があることを知り、実際に取り組んでいる人にメールをし、繋が

りを作った Sさん、それぞれのチームで調べたことをクラスでも共有しながら、クラスで取り組むことを少しず

つ決めていきました。 

もう一度、お米作りに挑戦したい！ 

どんなお米を作りたい？ 



安曇野にあるバジルクラブさんがオンラインで合鴨農法について話をしてくださ

いました。合鴨農法の魅力や良さに気づ

き、自分たちで質問することでこれまでの

疑問が解決でき、より挑戦の気持ちが高まっていました。７月３日、合

鴨７匹を迎え入れ、合鴨農法のお米作りが始まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出会って、次の日から田んぼに
放し、合鴨農法がスタートしまし
た。子どもたちは、登校前に、家

の入口を開けて、田んぼに放し、夕方
下校時に、家に帰すようにして観察し
ながら一緒にお米作りをしてきまし
た。夏休みには、当番を決め、観察記
録をつけ、休み中で会えない時でも、
情報共有できるように工夫をしていま
した。 

 
 
 

 稲刈りの手前、水が引いた田んぼにいる合鴨を見て、「かわいそう」とい
う思いを持った子どもたち。稲刈り脱穀を終えた合鴨をどうするか考える
と、子どもたちは、「こんなにお米が成長してくれたのは
合鴨ちゃんたちのおかげ、これからも元気に過ごしてほし
い」、「またのびのびと泳いでほしい」と願う子どもたち
が、学校の敷地内に大きな池を作り、庭に家を建て、今度
は、お米作りの恩返しとして、鴨ちゃんと新しい生活をス
タートさせました。「合鴨ちゃんたちが幸せに過ごせるよ
うに・・・」と考え、子どもたちで、日々のお世話、観察
をもちろん、幸せに過ごせるだけの環境整備、などなど、
合鴨ちゃんたちに心を寄せ、自分に何ができるかを考え、
現在も活動を続けています。これからは、卒業に向けて、
どのようにお別れをするか、できたお米（カモカモ米）を
どうしようか、話し合いを進めています。子どもたちがど
のような決断をしていくか、最後まで寄り添います。 

（４）活動結果 

Y 児「僕たちがお世話をしないと、合鴨ちゃんたちは苦しんでしまいます。合鴨ちゃんたちのことを考えることで
責任感が強くなったように思えます。決められたことを最後までやり切れるようになったようになりました。」 

  

子どもたちは、お米の命、合鴨の命に触れる中で、自分たちの目に見えないところでいろんな人が自分たちのた
めに頑張ってくれていることを感じてきました。そして、合鴨の成長の喜びを友だちと一緒に分かち合うことで、
合鴨への気持ちも強くなり、クラスの絆に変わっていきました。ここでの経験を、ここだけで終わらせるのではな
く、中学、高校、大人になっても、自分の人生を豊かにしていくための宝物になってくれれば・・・ 

合鴨農法に挑戦！ 

合鴨ちゃんたちの餌用に、野
菜の葉っぱなどありますか？ 

合鴨ちゃんたちを他の動物
から守らないと！ 

かわいい～！！ 

お腹が温かいね！ 

モフモフしているね！ 

カラスなどから守るため
に、カカシを立てよう！ 

知らない場所だから、
ちょっと怖がってる？ 

合鴨ちゃんたちの家に
藁で布団を作ろう！ 

喜んでくれるかな？ 

合鴨ちゃんたちが家に入れるよう
にスロープを作ってあげよう！ 

合鴨ちゃんたちが寂し
がらないように、鴨ちゃ
んのカカシにしよう！ 

家が倒れないように、斜め
に木材を入れて頑丈にした
い！ 

みんないるから怖が
っているかな？ 

出てきた！！ 

合鴨農法の合鴨から、僕たち・私たちの合鴨ちゃんへ 

大丈夫だよ～ 頑張れ～！ 


